
メンバー 

クジャクサボテン属 中南米原産       学名 Epiphyllum oxpetalum  (DC.)How. 

【生薬名】 －【薬用部位】 －（花・果実を食用とする） 【主成分】  －   【応用】 － 

【花言葉】 「繊細」 「儚い美」 「儚い恋」 「ただ一度だけ会いたくて」 

中間発表までは他を大きく引き離したものの、後半での得票トップはサクラランに奪われてしまいまし
たが、見事首位に輝きました。得票内容としては女性票が多く、コメントが少なかった事が 

印象的です。これは息をのむほどただひたすらに美しい、ということなのでしょうか? 
 

来場者のコメント                         
ナイスシャッターチャンス(30代・女性) 

見た目がかわいいのと花言葉に惹かれました(10代・女性) 

美しい/名前からしてビジン!!(20代・女性) 

生薬じゃないじゃん!!(20代・女性)   

これまで見られなかった様々な新顔(実に半数以上が新規!!)が 
鎬を削った波乱の第４回、果たして栄光のセンターは誰の手に!? 

出品者のコメント 

 放射状・輝度・知名度。これが勝利の鍵だ!! 

 しかしトップは予想していませんでした。 

 投票して下さった方々にお礼申し上げます。 

 え、あー、はい・・・生薬じゃないです・・・。 

Hoya carnosa  (L. f.)  R.Br.   【生薬名】 球蘭（キュウラン）  

【薬用部位】 茎、葉【主成分】 ホイン   【応用】 清熱、去痰 

【花言葉】 「人生の出発」 「同感」「満足」  
 

後半追い上げるもわずか６票差で惜敗。しかし、感想や 

コメントの数は1位の2倍以上に及び、例年と変わらぬ 

根強い人気が伺えます。来年こそは1位で満足したい…!! 
 

・暖かい感じのする花ですね(50代・女性) 

・ふわふわしてそう/星みたいでかわいいです(女性） 
・色とか形とかかわいいから♡(10代・女性) 



コメントコーナー 
寄せられた様々なコメントの中から思わず反応してしまったものを一挙掲載!!しちゃいます!! 
 

・(マンドラゴラ)キモかわいい(10代・女性) 

  現代的な表現ですね。歩いたり叫んだりはしません。 
 

・（マンドラゴラ）恐怖が薬草とは? 

・（オニユリ）賢者の意思に従いました 

・(モモ)私は貴方の虜 

  花言葉って基準がよくわからないですよね。  

制作：横浜薬科大学 薬草園・薬用資源学研究室(C34) 土居 泰久 

 

・(シャガ)まわりのひらひらが薬に使われそう 

   全体が使用できますが根が多いようです。 
 

・(ヒガンバナ)植物デッキ組んでます(20代・男性） 
   椿も桜も向日葵も今回出品者がいませんでした。 
 

・(ハナタバコ)反禁煙(男性) 

   くれぐれも吸い過ぎませんよう、ご自愛ください 

多くの来場ありがとうございました。また来年のお越しをお待ちしております!! 

第4位 シャガ  17票 
事前審査 (?)では色っぽいと 

評されたシャガは後半伸び悩み 

トップ3には至りませんでした。 

湿った日陰に群生する植物です。 

 

 

第4位 スイレン 17票 
水面に映える鮮やかなスイレンは 

シャガと並んで同率4位となりました。 

中間発表は3位だったのですが…。 

 

   以下ランキング 
 

第6位     バラ   16票 
 

第6位   アジサイ   16票 
 

第8位  バラ(ピンク)  15票 
 

第8位    モモ    15票 
 

第10位 マンドラゴラ 14票 
 

第10位シュウメイギク14票 

 ヒガンバナ          ヒガンバナ科 ２３票 

Lycoris radiata  (L'Hérit.) Herb. 【生薬名】 石蒜（セキサン）   

【薬用部位】 鱗茎【主成分】ホモリコリン,リコリシジン,タゼッチン  

【応用】 利尿、去痰、解毒、催吐 

【花言葉】「悲しい思い出」「想うはあなた一人」「再会」 

その筋（どのスジ？）ではその鮮やかさと質感で今年の 

上位と囁かれていたヒガンバナが堂々の３位! 

コメントではその撮影技術とコントラストに対する賞賛が 

多く寄せられました。明度調整すらせずにこの出来栄え! 
 

・はなびみたいなきれいなおはなでした。(女性) 

・赤黒のコントラスト良(70代・男性) 

・写真撮るの上手！(20代・男性) 

第6位   バラ  16票 
香料や観賞用として親しまれている 

よく知られた植物です。今回二種の 

バラがエントリーしましたが僅差で 

スタンダードなこちらが一歩リード。 

票が割れなければさらに上位に…? 

 

第6位 アジサイ 16票 
6月から7月にかけて咲く花です。 

今回は水色のアジサイですが、 

アジサイは土の質(pH)によって 

花の色が変化するとされます。 

第8位 バラ（ピンク）15票 
6位のバラとはまた違う品種のバラで、 

この他にも様々な園芸品種が多数 

流通しています。 

第8位  モモ  15票 
古来より神話や詩で見かけるモモは 

2月の梅と4月の桜の合間に咲きます。 

現在日本で栽培される種は 

シルクロード・西欧を経由して 

明治に渡来したものが主のようです。 

第10位 マンドラゴラ 14票 
その淑やかな容姿とは裏腹の、 

名前と花言葉で多くの人の目を 

釘付けにしてTOP10にランクイン！ 

ハリポタ効果でしょうか…? 

第10位 シュウメイギク14票 
園芸種として人気のシュウメイギクも 

同率でTOP10入りしました。 

野生種は赤紫の花ですが交配により 

白色やピンクの園芸種が存在します。 

実はキクではなくアネモネの仲間です。 


